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「二酸化炭素資源化を目指した植物の物質生産力 

強化と生産物活用のための基盤技術の創出」 
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§１．研究実施体制  

 

（１）「東大」グループ 

① 研究代表者：浅見 忠男 （東京大学大学院農学生命科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・SL-GA-BL間クロストーク因子の化学・生物学的制御技術の開発と応用 

 

（２）「理研」グループ 

① 主たる共同研究者：中野 雄司 （理化学研究所、基幹研究所、専任研究員） 

② 研究項目 

・ブラシノステロイド情報伝達ネットワークとクロストーク分子機構の化学生物学的解明と応用

基盤開発研究 
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§２．研究実施内容  

 

(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 

植物ホルモンクロストークの観点から、ストリゴラクトン(SL)、ジベレリン(GA)そしてブラシノステロイド

(BR)の各機能遺伝子や各制御剤を組み合わせた植物生長制御技術の開発を行う。そのためにこ

れら三種の植物ホルモンシグナル因子が相互作用する共通因子と各植物ホルモン制御因子間

相互作用の機構を構造レベルで解明し、遺伝子技術や化学技術による総合的制御技術の基

盤的知見を得る。また SL が促進する寄生雑草発芽における寄生雑草側における SL 受容機

構の追究とその防除法の開発を試みる。 

 

A. SL-GA-BL 間クロストーク因子の化学・生物学的制御技術の開発と応用（主担当：東大、副担

当：理研） 

１）SL受容機構とクロストーク機構の解明研究 

  D14 と SL 類が結合することを明らかにし、D14 における SL との結合に必要な部位、D14

の酵素活性に重要な部位、植物ホルモン機能発現に重要な部位を明らかにした。 

２）理研との共同で新しい BR 情報伝達因子の機能解析を行った 1)。今後はクロストークの観

点から共通因子との相互作用を通した GA、SL の関係を分子レベルで追究する。 

３）種特異的 SL アゴニスト創製を目指した D14 オルソログの構造・機能解析 

 シロイヌナズナと根寄生雑草 Striga 種における D14 オルソログのクローニングを行った。今

後 SL 加水分解活性の測定を行い、SL の構造と活性の相関について調べる。 

４）SL情報伝達関連因子の探索研究 

 SL 応答性転写因子の機能解析を行い、SL 活性のひとつである暗所光形態形成との関連性を

示した。今後は SL 情報伝達因子との関係を追究する。また SL 生合成阻害剤を用いた阻害剤

非感受性イネ変異体の探索を行い、その遺伝子解析をおこなった。一方、阻害剤のシロイヌナズ

ナへの応用の可能性を示した 2)。 

５）GAシグナル制御剤の創製 

 GID1-DELLA､DELLA—ELLA について酵母 2 成分系を用いた活性化合物の探索系を

構築した。GID1 については阻害剤を報告した 3)。今後は見出した化合物については高活性

化を検討すると同時に新規活性化合物の探索を継続する。 

６）SLアゴニストであるデブラノンの実用性上昇 

 SL 活性を示すデブラノン系化合物の植物ホルモン様枝分かれ抑制、根寄生雑草種子発芽促

進について、各々に選択的活性を示す化合物の創出に成功した 4)。 

７）サトウキビにおける SL機能の解析 

 分げつ抑制剤、分げつ促進剤を評価できるサトウキビ水耕栽培系の確立に成功した。今後

は化合物の効果を調べていく。 
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B. ブラシノステロイド情報伝達ネットワークとクロストーク分子機構の化学生物学的解明と応用基

盤開発研究（主担当：理研、副担当：東大） 

８）ブラシノステロイド情報伝達ネットワークの化学生物学解析 

 BIL遺伝子群の細胞や器官における詳細な機能解明、各々のタンパク質相互作用解析等によ

って、ブラシノステロイド情報伝達ネットワークにおける役割の解明を目指した。特に平成24年度

後期においては、BIL2タンパク質が、ミトコンドリアに局在し、ミトコンドリアATP産生酵素のタン

パク質フォールディング制御を介して、ATP産生を向上させ、ブラシノステロイド情報伝達経路を

活性化している機構を明らかにした1)。今後は、他のBIL遺伝子群についても、機能解析を進め

る予定である。 

９）新規ブラシノステロイド情報伝達遺伝子群とジベレリン、ストリゴラクトンとのクロストーク機構の解

析 

 細胞内移行性を持つ新規タンパク質であるBIL7とBSS1が、ブラシノステロイドのマスター転写

因子であるBIL1と相互作用すると共に、GA情報伝達因子と相互作用することをY2H法によって

明らかにした。今後は、これらの相互作用について、他の実験系を用いて追試を続けると共に、

生理的意義について解明を進めたい。 

１０）ブラシノステロイド情報伝達ネットワークとクロストークに基づくモデル植物アラビドプシスと実用

化植物におけるバイオマス増産技術開発 

 BIL遺伝子群をアラビドプシスおよびイネに導入した形質転換体の作成とそれらにおけるバイオ

マス増産性についての解析を目指した。平成２４年度後期は、ブラシノステロイドのマスター転写

因子BIL1遺伝子について、イネに導入し、収量が約110％に増産されたことを明らかとした。今

後は、他のBIL遺伝子群についても導入と解析を進めたい。 
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